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Abstract 
The Nihon Sumo Kyokai, a foundation, is managed and operated by elder members (Toshiyori). 
The elder member name has characteristics of asset, business rights and license. By acquiring one 
of 105 names, elder member become a councilor and a candidate for a board member of the 
foundation.  
Succession system of the name is unique. The foundation or its board doesn't designate a 
successor. It is dealt between applicant and predecessor by themselves. Requirement of the 
foundation's article to an applicant is only that he has high achievement as an athlete, and in case 
the applicant is an heir the condition of the achievement is eased. It is said that usually an 
applicant pays more than one hundred million yen for acquiring a name. But if he doesn't have so 
much money or suitable name for him is used by other elder and he wants to wait till the name is 
released, he can hire another name. And once he becomes an elder, enough and stable 
compensation is guaranteed from the foundation. 
In this paper, peculiarity of the succession system is examined from three points of view; 
motivation, selection and deal. And it is found that the system and customs of succession is 
equivocal and pliable, and these characteristics make the succession system stable. 
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ア． 幕内を通算 20 場所以上 
イ． 幕内と十枚目(以下一般的な通称にしたがい
「十両」と記載)をあわせて通算 30 場所以上 































いた。(日本経済新聞 2004 年 7 月 10 日朝刊、38 面) 






兄 の二 子 山 親 方 （先 代 横 綱 若 乃 花 、現 相 撲 博 物 館 館
長・花田勝治氏）が定年を迎え、当時の藤島親方（現二
子山親方）に弟子と株を譲った。この時の後援会からの
“資 産 援 助 ”が今 回 、問 われたものだ。(日 本 経 済 新 聞
1996 年 7 月 23 日朝刊、36 面) 





































































区分 基本給 手当 計（月額） 年額 
理事 1,090,000 274,000 1,364,000 16,368.000 
監事 950,000 246,000 1,196,000 14,352,000 
委員 770,000 201,000 971,000 11,652,000 
参与 650,000 174,000 824,000 9,888,000 
主任 650,000 174,000 824,000 9,888,000 






払われる (協会寄附行為施行細則第 74 条)。 
勤続年数 手当月額 
満 6 年以上 5,000 円 
満 11 年以上 8,000 円 
満 16 年以上 11,000 円 
満 21 年以上 14,000 円 
満 26 年以上 17,000 円 
満 31 年以上 20,000 円 
③ 在勤手当  
在勤者には職位に応じて手当が支払われる。
金額（月額）は以下のとおりである (協会寄附行為
施行細則第 75 条)。 
理事長 50,000 円 
理事および監事 40,000 円 










場所 1 場所あたり)。  
横綱 300,000 円 
大関 200,000 円 
関脇、小結 100,000 円 
幕内  50,000 円 
十両 30,000 円 













出 額 は理 事 会 の議 決 により定 めるとされている
(協会寄附行為施行細則第 51 条) 。事業報告
書によれば平成 18 年度は 477,961 千円が協会






条 ) 。 事 業 報 告 書 に よ れ ば 平 成 18 年 度 は
350,209 千円が協会から支出されている。1 部屋





ばかりの年 寄 をモデルとして設 定 する。年 寄 の
「最低年俸」はいくらなのかということである。 
給与 9,132,000 円 (年額。以下同) 
勤続手当 なし  
在勤手当  180,000 円  
養成奨励金 なし  
養成費  なし  
相撲部屋維持費 なし  
稽古場維持費 なし  
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結果であるが、表 2 のとおり、5 年間で 51 件の
承継を確認することができた。このうち新規に襲





























引退他 2 4 3 9
新規襲名 改跡 8 3 4 15
小計 10 7 7 24
引退他 6 5 1 12
改跡 改跡 10 3 2 15
小計 16 8 3 27
引退他 8 9 4 21
実数 改跡 18 6 6 30
合計 26 15 10 51
実態 41.7% 29.2% 29.2% 100.0%
























で、この部屋の名跡を承継する確率は 105 分の 1
となる。名跡承継を希望する力士の部屋ごとの発
生確率は、上の前提により 53 分の 1 である。した
がって、ある名跡承継が、北の湖部屋の同部屋
承継となる確率は、 




1/53×∑Ni(i=1,53) ÷ 105 ・・・・・・・・・・・式② 
となる。Ni は各部屋に所属する一代年寄を除く
年寄の人数なので、∑Ni(i=1,53)=105 である。し



































改 跡 が多 い理 由 は、新 規 に名 跡 を襲 名 する
「もと力士」がいる場合、その名跡を借りている年
寄が、他の名跡に改跡することによる。 
例を示す(図 1 参照)。 
  









































































・ 2004 年 2 月、年寄千田川（元前頭若鳴門）が
定年退職する。これに伴い、千田川は空跡とな
る。 
・ 同年 5 月、年寄藤島（元関脇安芸乃島）が千
田川に名跡変更。 
・ 同年 11 月、大関武双山が引退し、年寄藤島を
襲名。 
この例の場合、新たに年寄に加わったのは武
双山 1 人だが、名跡の異動は 2 件である。 
例 2 
・ 2004 年 3 月、年寄常盤山（元関脇若秩父）が
定年退職する。 
・ 同年 4 月、年寄音羽山（元小結隆三杉）が常
盤山に名跡変更。 
・ 同年 5 月、大関貴ノ浪が引退し、年寄音羽山を
襲名。 
この例も例 1 と同様、新たに年寄に加わったの
は貴ノ浪 1 人だが、名跡の異動は 2 件である。 
例 3 
・ 2002 年 9 月、年寄富士ヶ根（元前頭筆頭蔵玉
錦）が枝川に名跡変更する。枝川(元大関 北






・ 2003 年 1 月、年寄富士ヶ根が、錦島に名跡変
更。 






湊富士と大善の 2 名だが、名跡の異動は 5 件で
ある。また敷島は 2002 年 9 月、2003 年 1 月に名
跡を変更している。敷島が年寄富士ケ根であった
期間は、わずか 4 ヶ月程度である。 
年寄名跡の貸し借りは 1998 年 5 月に禁止され
た。ただしこの時点で借りている者については 5
年間の猶予が置かれた。新規の借り株は禁止と




・ 2003 年 6 月、年寄中川（元前頭追風山）が定
年退職。 




蔵玉錦は例 3 のとおり 2002 年 9 月に枝川に変
更しているので、枝川であった期間は 1 年 2 ヶ月
程度である。さらに、蔵玉錦は 2004 年 8 月に改
跡している。この流れはつぎのとおりである。 
・ 2003 年 9 月、年寄白玉（元前頭琴椿）が山分
に名跡変更。白玉は空跡となる。 










に連れた異動は、2003 年 9 月の白玉から山分へ
の改跡を除くと 6 件である。 
例 5 
・ 2003 年 9 月、年寄若松(元関脇琴錦)が竹縄に
名跡変更 
・ 同月、元前頭(準年寄)朝乃翔が若松を襲名 
・ 2005 年 4 月、年寄佐ノ山(元十両大竜)が山響
に名跡変更 
・ 同月、年寄若松が佐ノ山に名跡変更 



















て名跡の移動が 4 件である。 
<ブロック 2> 




 このブロックでは新規襲名 1、異動 2 である。 
<ブロック 3> 





このブロックも新規襲名 1、異動 2 であるが、ブ




・ 2006 年 12 月、年寄山響(元十両大竜)が二子
山に改跡 
・ 同月、年寄小野川(元前頭巖雄)が山響に改跡 







名跡の異動は 5 件である。小野川は 2006 年 12
















































門別部屋が 2 件、残る 14 件は別門であった。 











































































































まず③については、年寄安治川が 2007 年 11
月に伊勢ケ浜を襲名した例がある。 
* * * * * 
今年二月に消滅した伊勢ケ浜部屋を、立浪一門の安治















関脇安美錦に譲られた。(日本経済新聞 2007 年 12 月 1
日夕刊、10 面) 


















































































































the Job Training) と呼ぶことはできない。ま











































注9) 金 指 (2007)によれば、一 門 とは、「弟 子 が
支障から独立し新しく相撲部屋を興すなど
して、縁続きとなった複数の相撲部屋を総
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